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dik｡)が国内のあちこちに存在するようである.そ

していろいろな立場から研究されていると聞く.し

かしながらそれらに対して火成岩石学的な研究が詳し

くなされたという例を寡聞にして私は知ら住い.恐

らく地質単位として小規模狂ごとや一般に変質している

ことのためにこれまであまり顧みられていないのだろ

う.

鹿浦越の岩脈群の研究結果は岩脈として貫入したマ

グマの分化時の地質環境と花商岩類の生成環境との間に

相関性カミ存在することを暗示している.各地のSyn-

p1utonicdikeと基盤花庸岩との間に同様の関係が見い

だされれぱ花開岩成因論に対する搦め手からのアプロ

ｰチとして岩脈の火成岩石学的･岩石化学的研究が脚

光を浴びることになるかもしれない.
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